
新生児・乳児の呼吸不全に伴う陥没呼吸、漏斗胸を防止する呼吸補助治療具

特長

技術内容

 適度な剛性の可撓性フィルムで、呼吸障害のある新生児の胸部陥没を防ぐ。
侵襲性が極めて低いのが本技術の特長である。

 概要
• 呼吸障害がある場合、努力性呼吸が生じる。新生児、乳児は、胸郭が柔軟で、脆弱で
あるため、努力性呼吸による強い陰圧に耐え切れず胸部が陥没する陥没呼吸がみられ、
漏斗胸の原因にもなりうる。

• 適度な剛性の可撓性フィルムで、胸部の陥没を防ぐ。侵襲性が極めて低く、課題となる
新生児を処置できる。

• 患者対象に、非盲検化ランダム化対照比較試験（特定臨床研究）を名大病院にて開始。

 効果
• 従来の方法と比較し侵襲性が極めて低い。人工呼吸器使用中でも併用可能。呼吸器での呼吸補助を減らし、
呼吸器使用に伴う肺損傷、合併症を軽減できる。

 特許
• 特願2018−085877（出願日：2018年4月26日）

 想定される用途
• 陥没呼吸の治療、漏斗胸の予防、治療

共同研究先に希望すること

 剛性の可撓性フィルムの開発・製造・販売を行う企業との連携

 共同研究開発を含む実施権許諾（ライセンス）

貼り付け前 貼り付け後

肺活量：CVC（ml/kg） 29.0 37.3

肺コンプライアンス：Crs（ml/cmH2O/kg） 1.04 1.54

最大吸気圧：MIP（cmH2O） -43.4 -50.4

呼吸抵抗：Rrs（cmH2O/l/sec・kg） 171.8 114.1

 フィルム貼り付け前後の呼吸機能検査結果

漏斗胸あり・陥没呼吸あり

15

日
後

陥没呼吸はなく、漏斗胸も
改善している

フィルムにより胸部の陥没を
抑制できている。
（最も陥没が強くなる啼泣中
の吸気時）

胸部の陥凹

名古屋大学 医学部 特任助教 伊藤 美春

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞



帝京大学 医療技術学部 講師 佐々木 翔

空間覚を用いて不等像視の発見を容易にする検査方法

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞



岐阜大学 医学部 助教 金子 洋美

開脚度測定器 -柔軟性の可視化・定量化とデータ管理-

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞

特長：

技術内容

菱形構造の開脚度測定器による身体の柔軟性の可視化・定量化・データ管理

■ 概要

• 開脚度測定器（実用新案取得済）は、菱形構造に特徴があり、簡便かつ再現性良く開脚度を

測定できる。

• とくに妊婦が安全に無理なく開脚度を測定できる工夫が各所になされている。

• マタニティヨガなどの効果が日々実感できるスマホアプリの開発を進めている。

■ 効果（マタニティヨガの場合では）

■ 特許： 実用新案:第3193887号 商標登録:第6133815号（O<Leg「オオレッグ」）

共同研究先に希望すること

• 測定機器の製造、販売・メンテナンスなどを前提とした共同開発
• スマホアプリのシステム開発と管理を前提とした共同開発

★測定動作★開脚度測定器 ★スマホアプリ
（開発中イメージ）

• マタニティヨガの効果を定量的に評価 → マタニティヨガの有用性のアピール

• マタニティヨガの効果指標（開脚度数）の提示 → 運動継続のモチベーションアップ

★マタニティヨガの有効性の実証

開脚度
低群

(103°以下)
高群

(134°以上)

実施人数 13 12

（分娩第２期所用時間）

平均 (h) 1 0.62

最大 (h) 2.47 1.58

最小 (h) 0.27 0.07

★開脚度と分娩時間との関係性について
（第17回日本母性看護学会学術集会で発表） （医療機器学, Vol. 88 368-394, 2018より引用、一部改変）



半導体イオンセンサISFETを用いたpH計測と応用

愛知工業大学 大学院工学研究科 教授 山田 章

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞



あらゆる環境で利用できるセキュアIP通信システム

名城大学 理工学部 教授 渡邊 晃

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞

特長

技術内容

エンドツーエンドのセキュア通信が可能である。既存のアプリケーションをそのまま利用できる。
既存のネットワークを変える必要がない。あらゆるIoT機器、通信機器で利用できる。

■ 概要

NTMobile (Network Traversal with Mobility)はネット
ワークの制約をなくし、かつセキュアな仮想 IPネット
ワークを提供するアプリケーションである。NTMobileを
実装することによりIoTを含むあらゆる通信装置がエン
ドツーエンドでセキュアに通信できる。応用例として
TLIFES (Total LIFE Support System)サーバを高齢者
宅に設置し、スマートフォンや宅内センサと連携した、
小規模な家族向け見守りシステムを実現できる。

■ 効果

• これまで共有サーバはインターネット上に設置する必要があったので厳重なセキュリティ対策が必要
で、かつ処理ネックが発生しやすいという課題があった。

• 共有サーバを宅内に設置することにより、外部からのハッキングができなくなり安全性が高まる。
• 家庭ごとにサーバ機能を分散設置するので処理ネックがなくなる。
• NTMobileはインストールするだけでよく、既存のTLIFESの資産をそのまま使える。
• NTMobileはNAT越え問題を解決し、移動透過性も同時に実現するので応用範囲が広い。
• NTMobile、TLIFESはともにオリジナル技術であり、ここに示す応用事例は新しい発想に基づく世界初
のシステムである。

■ 特許： 特許出願２件（令和元年１１月に出願予定）

■ 想定される用途
•家庭内設置サーバと、センサ、家電、インターホンなどが融合した統合生活支援システム
•自治体からのプッシュ通知を受けて家族全員が即座に情報を共有する安否確認/避難誘導システム
•医療機器を含む様々なIoT機器や通信機器どうしが直接通信を行う新しい発想の制御監視システム

共同研究先に希望すること

• 通信アプリケーション開発の技術を有する企業
• アプリケーションの改造が可能なIoT機器を提供できる企業

NTMobileによる仮想IPネットワーク

グルーピングされた装置 家族向け見守りシステムの例



新型ネビュライザー（薬物経肺送達装置）

名古屋市立大学 名誉教授 大学院医学研究科 客員教授 國本 桂史

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 名古屋産業科学研究所＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞



創薬・再生医療のための細胞培養チップ

北九州市立大学 国際環境工学部 教授 中澤 浩二

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 北九州産業学術推進機構＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞

医薬品開発の分野では、その有効性評価のための動物実験を減らし、細胞や培養組織で代替する
動きが加速しています。
また、再生医療の分野では実用化に向けて研究開発が活発化しています。

ｖ

細胞培養の主な目的

・再生医療、移植、バイオ人工臓器、遺伝子治療などの細胞治療
・医薬品や機能性食品などの安全性・有効性の評価
・タンパク医薬品や抗体などの高付加価値物質の生産

想定されるビジネス

連携していただける企業に希望すること

○再生医療では･･･

動物実験から細胞実験へ

非臨床試験は必要

動物実験の倫理的規範（３Ｒｓ）
動物福祉・愛護の観点から
・できるだけ使用動物数を削減すること
・実験動物の苦痛を避けること
・微生物や細胞、植物、無脊椎動物に置き換えること

代替評価法の例

細胞や培養組織で代替していく

【スフェロイドアレイ製作工程】

この技術を使うと 細胞から組織を培養する際、最初に、細胞同士が密着してスフェロイドと呼ばれる
ミクロンサイズの球状組織体を形成するステップがあります。
私たちは、このスフェロイドを作るために必要となる、基板上に数百ミクロンサイズ
の培養空間を設けた培養チップ「スフェロイドアレイ」を開発しました。
このチップはスフェロイドの自発形成を促し、1c㎡当たり2,500個のスフェロイドを
１日で形成することができます。これにより、細胞を3次元で、体内に近い状態で
長期間、体外での培養を可能にしました。

再生医療
プロセス

簡単に、大量（迅速）に、
均一なサイズで、
望みどおりのスフェロイドを
作ることができます！

・材料、表面処理、精密加工について、それぞれの得意分野を持っている企業との共同開発
・医薬品開発、臨床検査、解析評価などの企業との共同開発

細胞同士が密着
ミクロンサイズの球状組織体

医療へ！
多能性細胞 幹細胞スフェロイド 機能性細胞

凝集化 分化誘導分子

肝細胞

血球細胞

神経細胞

それぞれのステップで細胞培養を利用

■ 特許 第3981929号、第4332653号、第4576539号、第5234428号

細胞が本来有する機能や特性をいかに発揮させるか！

有用物質の生産 治療技術

細胞アッセイ 生命現象の解明

タンパク医薬品
抗体 などの

高付加価値物質の生産

生体モデル
各種臓器研究、ガン研究
発生学研究 などの

学術研究

再生医療、移植
バイオ人工臓器
遺伝子治療 などの

細胞治療

医薬品
機能性食品 などの

安全性・有効性の評価

○医薬品開発では･･･

①微細加工 ②Pt 蒸着 ③PEG修飾 ④スフェロイドアレイ

【スフェロイド特性に影響するアレイチップ設計条件】
設計条件(ウェル間距離、チップ上のウェル数、ウェルあたりの細胞密度など)を
変更させることで様々なサイズのスフェロイドを形成できます。



椅子やベッドからの立ち上がりをサポートするシステム

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 教授 和田 親宗

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 北九州産業学術推進機構＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞

立ち上がりが困難な人の例

■ 特許 第6218307号「起立動作誘導システム」

実際に使う場面を想定した試作品開発など、興味のある企業と共同研究などの方法で開発を
進めることを希望します。

高齢者や障がい者の中には、歩くことはできても、椅子やベッドからの立ち上がり動作が困難な
方がおり、リハビリや日常生活において介助が必要となっています。
その結果、行動範囲が狭まり、意欲も減退してしまいます。

立ち上がりのメカニズム

・病院、介護施設などのリハビリテーション現場での立ち上がり動作訓練支援
・日常生活での立ち上がり動作支援

想定されるビジネス

従来の「起立動作を支援する装置」

【パワーアシスト】

【立ち上がり補助イス】

身体を前に倒す
動作(屈曲相)

足を伸ばして立ち
上がる動作(伸展相)

なめらかに、連続した動き

慣性センサとPCで構成され、
リアルタイムで重心位置を推定します。
そのデータから、屈曲相～伸展相への
最適なタイミングを画像や音声で知ら
せることにより、一人でも立ち上がる
ことができるようサポートします。

例えば･･･
療法士や介護士が背中を前に押して、
屈曲相を実現することで、自分の能力
で立ち上がることが可能となります。

屈曲相における動作を適切に誘導でき
れば、介助者の手を必要とせず、自身
の力で立ち上がることができる！

周囲の支援があれば立ち上がりが可能な人への

【起立動作誘導システム】

連携していただける企業に希望すること

• 小型軽量センサの開発 • センサの身体への装着方法の開発
• 誘導タイミングの補正方法の開発 • 使いやすく安定稼働のソフトウエアの開発

装着者の「歩きたい」という意思
に合わせて、各関節に装備された
モーターや制御機器が作動して装
着者の動きを補助します。

～残存能力がある人には～
・装着に介助や時間がかかる
・高価

バネの力、または電動で座面が
昇降したり、斜めになったりし
て立ち上がりをサポートします｡

～残存能力がある人には～
・重くて移動が大変
・電動だと高価

このシステムは、 ・いつでも、どこでも
・低コスト

電動リフトアップチェア（パラマウントベッド）

HAL®医療用下肢タイプ （CYBERDYNE）



熱中症を予測する耳せん式ウェアラブルデバイス

産業医科大学 産業生態科学研究所
教授 堀江 正知、 准教授 井上 仁郎、 准教授 川波 祥子

お問合せ先: 名古屋産業科学研究所中部TLO E-mail: ctlo.sangakurenkei@nisri.jp

支援機関: 北九州産業学術推進機構＜令和元年度中小企業知的財産活動支援事業「モノ語り」プロジェクト（第二章）＞

■ 特許 第6338182号「外耳道温測定器及び熱中症計」

連携していただける企業に希望すること

耳の痛みのない形状のセンサを作ることが課題です。

製品化に向けた課題を一緒に検討していただける企業との連携を希望します。

働く現場の暑熱環境は厳しさを増し、熱中症のリスクが高まっています。

外気温が高くなったり低くなったりしても、人間の深部体温(身体の中心部の温度)は、
およそ37℃と一定に保たれていて、容易に変化することはありません。
しかし、熱中症の場合、深部体温が上昇し、死亡災害に至るケースもあります。

この耳せん式デバイスは、
外耳道温センサ２つ、外気温センサ１つの
３つのセンサで、外耳道温と外気温から、
鼓膜温を介して深部体温をリアルタイムに
算出します。

このデバイスを使うと ･･･ 深部体温のひとつである鼓膜温から熱中症を予測します

熱中症はひとりひとりの予測と予防が大切です！！

環境から計る機器
（気温、湿度）

熱中症の危険度を測る一般的な機器

体温上昇は個人差が大きく、気温や湿度の環境温だけでは、深部体温の推定が不十分！
皮膚温や心拍数などの生理データのみでも、深部体温の推定は不十分！

・工場、建設・工事現場など、作業員の健康管理
・屋内、屋外作業員(例：荷物仕分け、イベントスタッフ)の健康管理
・屋外、屋内でのスポーツ競技者の健康管理
・介護施設や自宅での高齢者の健康管理

想定されるビジネス

大和リース㈱

熱中症指標計
ミドリ安全㈱

屋外設置型

【WBGT(暑さ指数)計】

生理データから計る機器
（皮膚温、心拍数など）

ウェアラブル、スマート衣料

熱中症予防システム

携帯型

環境省

暑さ指数（ＷＢＧＴ）測定装置
Smartfit（スマートフィット）

倉敷紡績㈱
バイタルセンシングバンド

富士通㈱


